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令
和
五
年
度
当
初
に
当
た

り
、重
点
事
業
の
新
た
な
取
組
等

に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「
子
育
て
支
援
事
業
」

　
保
育
園
で
は
空
気
清
浄
機
能

付
き
エ
ア
コ
ン
と
お
も
ち
ゃ
殺

菌
庫
を
新
設
し
、お
む
つ
の
処
分

を
始
め
、安
全
安
心
な
通
園
の
た

め
送
迎
バ
ス
に
置
き
去
り
防
止

装
置
を
取
り
付
け
、村
営
バ
ス
を

利
用
す
る
通
学
に
は
中
学
生
・
高

校
生
等
の
料
金
を
全
額
減
免
す

る
専
用
乗
車
券
を
発
行
し
、給
食

費
無
料
化
の
継
続
と
村
内
産
の

野
菜
等
を
多
く
使
用
し
、給
食
を

通
じ
て
子
ど
も
た
ち
が
食
の
大

切
さ
を
学
ぶ「
食
育
」に
も
力
を

入
れ
る
な
ど
、子
ど
も
が
健
や
か

に
た
く
ま
し
く
成
長
で
き
る
環

く
り
の
場
と
し
て
検
討
を
重
ね
、

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
介
護
認

定
の
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て
い

る
家
族
へ
の「
家
族
介
護
用
品
支

給
事
業
」は
、要
介
護
一・二
と
認

定
さ
れ
た
方
も
助
成
対
象
に
加

え
、
介
護
度
に
よ
り
村
民
税
非

課
税
世
帯
に
は
月
三
千
円
か
ら

五
千
円
、課
税
世
帯
に
は
月
一
千

円
か
ら
二
千
円
を
助
成
し
、購
入

対
象
と
な
る
介
護
用
品
も
拡
大

し
て
、健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
的

に
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護

予
防
事
業
の
一
体
的
な
取
組
を

継
続
し
ま
す
。

「
産
業
振
興
事
業
」

　
道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
と
や

ま
な
み
荘
が
連
携
し
て
、農
山
漁

村
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
・
整

備
事
業
に
よ
り
、農
業
と
観
光
な

ど
村
の
魅
力
を
満
載
し
た
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
農
泊
ツ

ア
ー
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
、高

収
益
な
野
菜
等
の
生
産
振
興
や

地
場
野
菜
等
の
出
荷
の
促
進
と
、

自
然
災
害
に
よ
り
農
業
施
設
が

被
災
し
た
場
合
の
復
旧
や
農
業

者
の
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る

た
め
、農
業
用
ハ
ウ
ス
や
災
害
対

策
に
資
す
る
施
設
等
の
設
置
費

境
づ
く
り
や
子
育
て
世
帯
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

「
福
祉
の
村
づ
く
り
事
業
」

　
地
域
支
え
合
い
推
進
会
議
で

は
、
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
の

「
生
坂
村
版
地
域
交
通
の
ト
リ
セ

ツ
」を
作
成
し
、今
後
も
住
民
相

互
の
支
え
合
い
に
よ
る
地
域
づ

に
補
助
す
る
制
度
を
新
設
し
、引

き
続
き
プ
レ
ミ
ア
ム
率
五
〇
％

の「
い
く
さ
か
マ
ル
得
商
品
券
」

の
発
行
に
よ
り
地
域
経
済
を
支

え
、
農
業
、
商
工
業
の
振
興
、六

次
産
業
化
等
に
よ
る
経
済
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

「
地
域
活
性
化
対
策
等
事
業
」

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
裁
シ
ス
テ

ム
、住
民
票
等
の
発
行
サ
ー
ビ
ス

シ
ス
テ
ム
が
完
了
し
、今
年
度
は

「
申
請
簡
単
デ
ジ
タ
ル
窓
口
簡
素

化
事
業
」に
よ
り
、デ
ジ
タ
ル
で

申
請
手
続
き
が
で
き
る
な
ど
、村

民
の
利
便
性
の
向
上
と
負
担
軽

減
を
図
り
ま
す
。

今
年
二
月
に
策
定
し
た「
生

坂
村
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」に

基
づ
き
、二
〇
五
〇
年
ま
で
に
目

指
す
村
の
姿
と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
産
業
と
雇
用
を
創

出
し
、
村
民
の
生
活
と
地
域
の

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

防
災
士
の
養
成
や
消
防
団
員

の
処
遇
改
善
に
よ
る
団
員
の
確

保
並
び
に
昼
間
の
火
災
や
大
規

模
災
害
に
備
え
、
特
定
の
活
動

に
従
事
す
る
機
能
別
消
防
団
員

確
か
な
暮
ら
し
を
明
日
に
つ
な
ぎ

確
か
な
暮
ら
し
を
明
日
に
つ
な
ぎ

　明
る
く
健
や
か
に
生
き
る
村

　明
る
く
健
や
か
に
生
き
る
村

つ
な
ぐ
・
ま
も
る
・
め
ぐ
る

つ
な
ぐ
・
ま
も
る
・
め
ぐ
る    

生
坂
生
坂

～
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
農
山
村
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し
て
～

～
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
農
山
村
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し
て
～

令
和
五
年
度
の
当
初
の
挨
拶

令
和
五
年
度
の
当
初
の
挨
拶

生
坂
村
長

　藤
澤

生
坂
村
長

　藤
澤  

泰
彦
泰
彦

制
度
を
導
入
し
、
防
災
力
の
更

な
る
強
化
を
図
り
、
村
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
基
盤

づ
く
り
を
進
め
る
な
ど
、
安
全

安
心
な
生
活
の
確
保
及
び
人
口

減
少
対
策
、
地
区
と
村
の
活
性

化
に
努
め
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を

重
視
し
て
、村
民
主
役
の
村
政
運

営
を
心
が
け
、山
紫
水
明
の
豊
か

な
自
然
、先
人
が
築
き
上
げ
た
伝

統
文
化
を
守
り
育
て
る
た
め
協

働
に
よ
る
村
づ
く
り
を
進
め
、第

六
次
総
合
計
画
の
将
来
の
姿「
確

か
な
暮
ら
し
を
明
日
に
つ
な
ぎ
　

明
る
く
　
健
や
か
に
生
き
る
村
」

に
向
け
て
、引
き
続
き
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

生坂ダム湖上空

万平桜並木
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歳 出

前年度
歳 出

前年度
歳 入

［単位：万円］

［単位：万円］

歳 入

［単位：万円］

［単位：万円］

商工費 5,478
その他 230

（単位：万円）（単位：万円）

前年度対比8.7％減

項　　　目 予算額 構成比

合　　　計 202,000 100.0%

【歳入の内訳】 【歳出の内訳】

総 務 費
（ 総 務 管 理 費 ）
（住民基本台帳費）
民 生 費
（ 社 会 福 祉 費 ）
（ 児 童 福 祉 費 ）
（就労センター運営費）
衛 生 費
（ 水 道 費 ）
（ 保 健 衛 生 費 ）
（ 清 掃 費 ）
公 債 費
農林水産業費
（ 農 業 費 ）
教 育 費
土 木 費
（ 道 路 橋 梁 費 ）
消 防 費
議 会 費
商 工 費
そ の 他

47,665
（42,890）
（2,723）
40,406
（26,959）
（11,306）
（2,141）
17,567
（8,943）
（5,440）
（3,184）
29,508
25,638
（23,390）
17,344
8,246
（3,911）
6,948
4,652
3,797
230

23.6%
（21.2%）
（1.3%）
20.3%
（13.3%）
（5.6%）
（1.1%）
8.7%
（4.4%）
（2.7%）
（1.6%）
14.6%
12.7%
（11.6%）
8.6%
4.1%
（1.9%）
3.4%
2.3%
1.9%
1.2%

項　　　目 予算額 構成比

合　　　計 202,000 100.0%

前年度予算額22億1,200万円

20億2,0０0万円20億2,0０0万円
令和5年度 村の一般会計当初予算

総務費
47,665

地方交付税
114,000

地方交付税
107,100

地方債
11,150

地方債
24,540

村税
15,434

村税
15,843

繰入金
14,600

県支出金
8,991

寄付金 8,000
国庫支出金

6,423

寄付金 10,050

その他 22,736

その他
23,402

繰入金
16,000

民生費
40,406

公債費
29,508

教育費
17,344

農林水産費
25,638

衛生費
17,567

総務費
54,037

民生費
40,003

衛生費
17,126

公債費
29,229

農林水産費
24,361

教育費
15,525

土木費
17,957

消防費 6,948
土木費
8,246

議会費 4,652
商工費 3,797 その他 230

消防費 12,700
議会費 4,554

県支出金 11,683

国庫支出金 13,248

地 方 交 付 税
地 方 債
村 税
（ 固 定 資 産 税 ）
（ 村 民 税 ）
（ 軽 自 動 車 税 ）
（ 村 た ば こ 税 ）
繰 入 金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
寄 付 金
使用料及び手数料
地方消費税交付金
財 産 収 入
地 方 譲 与 税
（自動車重量譲与税）
（地方揮発油譲与税）
（森林環境譲与税）
分担金及び負担金
繰 越 金
そ の 他

114,000
11,150
15,434
（8,416）
（5,967）
（860）
（191）
14,600
6,423
8,991
8,000
9,129
4,100
2,831
2,401
（1,672）
（520）
（209）
459
500
3,982

56.4% 
5.5% 
7.6% 
（4.2%） 
（3.0%） 
（0.4%） 
（0.1%） 
7.2% 
3.1% 
4.5% 
4.0% 
4.5% 
2.0% 
1.4% 
1.2% 
（0.8%） 
（0.3%） 
（0.1%） 
0.2% 
0.3% 
2.0% 
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令和 5 年度 当初予算における重点事業令和 5 年度 当初予算における重点事業

事　業　名 事　業　内　容 事業費

福
祉
の
村
づ
く
り
事
業

社会福祉事業
社会福祉協議会の運営「かしわ荘」、「はるかぜ」指定管理、緊急宿泊支援
事業、デイケア事業、生活支援コーディネーター配置、特定疾患の方への
見舞金等、障がい者福祉計画策定

1,164 万円

生活支援等サービス事業
軽度支援、介護予防一般高齢者支援、配食サービス、寝たきり老人理髪給
付、介護予防福祉用具レンタル助成事業、住宅改修助成事業等、在宅介
護用品支給

1,145 万円

福祉有償運送サービス事業 通院介助（自宅と病院間の移送や日常生活用品購入のための移送） 809 万円

高齢者生活福祉センター
運営

高齢者生活福祉センター管理運営事業 781 万円

敬老イベント事業 高齢者が一同に集い、長寿を祝う「いくさか敬老の日」を実施 159 万円

高齢者医療環境対策事業 高齢者訪問診療事業、後期高齢者医療人間ドック助成、一人暮らし高齢者
緊急通報装置等設置事業、後期高齢者医療脳ドック助成金等 632 万円

子 

育 

て 

支 

援 

事 

業

福祉医療・扶助 村単福祉医療費で18歳まで措置 375 万円

子ども・子育て支援事業
保育園エアコン設置、保育園送迎バス車内確認アラーム取付、保育園お
むつの処分、子育て支援、ファミリー・サポート・センター事業、病後児保
育事業、学生バス通学費の無償化

6,912 万円

児童福祉事業 健やかに産み育む子育て支援金（水道料の軽減による生活支援） 81 万円

保健衛生・扶助

結婚新生活支援事業、子育て支援犀龍小太郎助成事業、各種ワクチン接
種助成、出産祝金、出産費助成、 妊産婦新生児助産師訪問、産後ケア事業、
産婦健診事業、出産子育て応援交付金、２歳未満の乳幼児に対するもえる
ごみ袋の交付

1,299 万円

教育振興事業 標津町交流事業、小学校学級支援員、学校図書館司書配置、小学校ＩＣＴ
学習環境の整備、入学祝金、奨学金貸付、私学助成金、 1,162 万円

社会教育事業
（児童館・生涯学習施設）

放課後子どもプラン推進事業、学習支援員、村図書館司書及び児童支援
員配置事業、ブックスタート事業 709 万円

学校給食事業 安心・安全な食育対策補助、アレルギー食対応専任職員の設置 762 万円

産 

業 

振 
興 
事 

業

農業振興事業
新規就農総合支援事業、人・農地プラン、農業再生協議会、農業用ハウス
等設置補助、加工施設施設整備（豆腐包装機械）、生坂農業未来づくり事
業、県営中山間総合整備事業、収入保険加入支援事業補助

4,955 万円

農業公社運営 農業公社運営等の補助（農地保有合理化、新規就農者支援及び研修事業、
有機農業研究、農業指導事業、施設整備補助事業 4,153 万円

農用地活性化対策及び遊
休農地解消対策

中山間地域直接支払事業、多面的機能支払推進交付金事業 1,426 万円

里山整備事業
松くい虫対策事業、ライフライン等保全対策事業（道路の支障木伐採）、
高津屋森林公園キャンプサイト整備工事、有害鳥獣対策（防除機具設置
補助、駆除委託、駆除報償、狩猟登録

1,650 万円

商工業等振興事業 商工指導補助、いくさかマル得商品券補助、農業・商工業等後継者支援事
業補助、赤とんぼフェスティバル補助 3,300 万円

地
域
活
性
化
対
策
等
事
業

定住促進対策 結婚祝金、結婚マッチングシステム登録補助金、空き家対策事業補助金、
ＵＩＪターン就業・創業移住支援事業補助、住宅等リフォーム補助 1,067 万円

防災・減災事業
防災訓練実施・区交付金、村道改良事業、感震ブレーカー設置補助、消防
団員報酬拡充、消防団応援商品券 、急傾斜地崩壊対策事業、雨水貯留施
設設置補助金、機能別消防団員制度の導入

3,218 万円

地域活性化対策

ペーパーレス会議システム導入、各証明書コンビニ交付業務、ふるさと納
税業務、いくさか大好き隊・集落支援員事業、区振興交付金、交通災害共
済、生坂村絆づくり支援金事業、特定地域づくり事業、景勝地山清路公園
整備事業、村単道路維持補修工事、村道交通安全施設整備、村営バス池
坂線の運営【村営バス特別会計】、水道送水管布設替工事【簡易水道特別
会計】

20,931 万円

環境対策 生活環境対策（生ごみ処理機設置事業補助、地球温暖化防止対策設備設
置費補助）、犬猫避妊去勢手術補助 60 万円

※太字は新規事業等
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令和5年度 特別会計の当初予算の状況令和5年度 特別会計の当初予算の状況

村営バス特別会計

福祉センター特別会計

簡易水道特別会計

国民健康保険特別会計

農業集落排水特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

特 別 会 計 合 計

会　計　名

3,500万円

9,310万円

１億6,730万円

2億6,700万円

9,800万円

3億0,800万円

3,140万円

9億9,980万円

4,770万円

9,600万円

1億2,970万円

2億4,950万円

9,400万円

2億9,930万円

3,120万円

9億4,740万円

令和4年度令和5年度

1,270万円

290万円

△ 3,760万円

△ 1,750万円

△ 400万円

△ 870万円

△ 20万円

△ 5,240万円

比    較

36.3

3.1

△ 22.5

△ 6.6

△ 4.1

△ 2.8

△ 0.6

△ 5.2

増減比率

◆みんなのふるさと「いくさか」応援寄付の活用事業◆

　皆さんからいただきました、みんなのふるさと「いくさか」応援寄付は、希望使途
をもとに令和５年度以下のとおり活用することとします。

ご寄付、大変ありがとうございました。

［単位：円］

活用事業 事業区分等 事業費
充当する基金

（寄付金）の額

活性化対策（絆づくり支援金事業、商工会補助、
農地管理補助等、赤とんぼフェスティバル、農
業体験ツアー）

ふるさと「いくさ
か」の創生都市
との交流

85,393,000 18,750,000

福祉の村づくり（生活支援等サービス事業、福
祉有償運送サービス事業等）

福祉教育の充実 120,013,000 11,666,000

子育て支援関係（学校給食費無料化事業等関係、
産み育む子育て支援金）

福祉教育の充実 62,708,000 7,501,000

環境対策関係（生活環境補助、地球温暖化防止
設備設置補助等、観光公園維持等）

自然や環境保全 13,458,000 2,083,000

40,000,000
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　小
中
学
校
関
係

●
小
学
校

　転

　出

教

諭
　
藤
原
　
朱
美

（
川
島
小
学
校
へ
）

教

諭
　
矢
島
　
幸
太
郎

（
信
州
新
町
小
学
校
へ
）

教

諭
　
小
松
　
誠

（
麻
績
小
学
校
へ
）

教

諭
　
宮
田
　
一
彦

（
大
町
西
小
学
校
へ
）

用
務
員
　
吉
原
　
丈
夫（

退
職
）

　転

　入

教

諭
　
河
野
　
寛

（
穂
高
西
小
学
校
よ
り
）

教

諭
　
星
野
　
咲
月

（
新
規
採
用
）

教

諭
　
小
林
　
大
茂

（
麻
績
小
学
校
よ
り
）

臨
任
特
別
加
配

　
　
　
　
　
矢
花
　
真
史

（
洗
馬
小
学
校
よ
り
）

用
務
員
　
寺
島
　
孝
信

（
新
規
採
用・会
計
年
度
任
用
職
員
）

　
　役
場
関
係

●
教
育
委
員
会

教
育
次
長
兼
総
務
係
長
兼

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　
　
坂
爪
　
浩
之

（
総
務
課
）

主
　
事
　
今
溝
　
康
平

（
総
務
課
）

●
総
務
課

総
務
係
長
　
平
林
　
邦
寿

（
振
興
課
）

●
住
民
課

生
活
環
境
係
長

　
　
　
　
　
那
須
　
美
穂
子

（
健
康
福
祉
課
）

税
務
係
長
　
小
山
　
淳
也

（
振
興
課
）

主
　
任
　
藤
澤
　
雄
斗

（
教
育
委
員
会
）

●
健
康
福
祉
課

福
祉
係
長
　
竹
内
　
志
の
ぶ

（
住
民
課
）

●
振
興
課

産
業
係
長
　
松
本
　
隆（

振
興
課
）

●
中
学
校

　転

　出

校

長
　
青
森
　
隆
俊

（
奈
川
小
学
校
へ
）

教

頭
　
矢
沢
　
剛

（
古
牧
小
学
校
へ
）

教

諭
　
中
川
　
喜
夫

（
堀
金
中
学
校
へ
）

事
務
職
員
　
丸
田
　
直
樹

（
小
谷
小
学
校
へ
）

会
計
年
度
任
用
職
員

　
　
　
　
　
河
上
　
岳（

退
職
）

指
導
教
員
　
瀧
澤
　
早
苗（

退
職
）

　転

　入

校

長
　
小
松
　
猛

（
岡
谷
北
部
中
学
校
よ
り
）

教

頭
　
宮
下
　
智
恵
美

（
塩
尻
中
学
校
よ
り
）

教

諭
　
丸
山
　
義
明

（
広
陵
中
学
校
よ
り
）

事
務
職
員
　
吉
澤
　
紳
嗣

（
梓
川
小
学
校
よ
り
）

●
保
育
園

園
　
長
　
佐
藤
　
絞
子

（
主
任
保
育
士
）

主
任
保
育
士

　
　
　
　
　
宮
坂
　
美
華

（
保
育
士
）

●
職
員
派
遣
研
修

長
野
県
企
画
振
興
部
市
町
村
課

　
　
　
　
　
亀
田
　
か
が
り

（
職
員
派
遣
研
修
期
間
延
長
）

●
長
野
県
よ
り

村
づ
く
り
推
進
室

　
　
　
　
　
西
村
　
友
里

（
職
員
派
遣
研
修
期
間
延
長
）

●
新
規
採
用

総
務
課

振
興
課

●
退
職

教
育
次
長
兼
総
務
係
長
兼

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　
　
山
本
　
雅
一

園
　
長
　
上
條
　
博
美

税
務
係
長
　
中
村
　
竜
也

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

令
和
五
年
度

村
の
人
事
異
動

主事補

小俣 陸
主事補

山本 剛
主事補

田中 翔太

赤地蔵
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き
ま
し
ょ！

図
書
室

生
坂
村
消
防
団
の
辞
令
交
付

式
を
四
月
二
日（
日
）に
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
今
年
は
新
た
に
一
九
名
が
役

員
と
な
っ
た
ほ
か
、
七
名
の
新

入
団
員
が
入
団
し
、
山
本
団
長

よ
り
辞
令
が
手
渡
さ
れ
、
代
表

者
に
よ
る
力
強
い
宣
誓
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
村
民
の
皆
様
に
消

防
団
活
動
に
対
す
る
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
、
団
員
の
確
保

に
も
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

〈
新
任
役
員
〉

喇 

叭 

長
　
川
又
　
滉
澄

○
分
団
長

　
第
一
分
団
　
腰
原
　
智
幸

　
第
二
分
団
　
瀧
澤
　
　
学

　
第
三
分
団
　
岩
間
　
大
地

○
副
分
団
長

　
第
一
分
団
　
宮
川
　
俊
也

　
第
二
分
団
　
瀧
澤
　
雄
樹

　
第
三
分
団
　
藤
澤
　
　
健

■
図
書
室
利
用
案
内

◆
開
館
時
間

・
月
曜
～
金
曜
＝
一
〇
時
～
一

八
時

・
土
曜
＝
一
〇
時
～
一
七
時

◆
定
休
日

　
毎
週
日
曜
、祝
祭
日
、第
三
金

曜
日
、年
末
年
始（
一
二
月
二
八

日
～
一
月
四
日
）、特
別
整
理
日

（
年
一
回
、
七
日
以
内
の
休
館

で
、
日
に
ち
は
館
長
が
決
め
ま

す
。）

　
貸
出
点
数
及
び
貸
出
期
限

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
点
数
の

増
加
と
期
限
の
延
長
を
し
て
お

り
ま
し
た
が
新
年
度
も
継
続
し

ま
す
。

◆
貸
出
点
数
…
一
人
八
点
ま
で

◆
貸
出
期
限
…
三
週
間
以
内

◆
利
用
申
込

　
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

○
部
長

　
第
一
分
団
　
平
林
　
孝
仁

　
第
一
分
団
　
小
池
　
勇
次

　
第
三
分
団
　
山
本
　
政
和

○
班
長

　
本
　
　
部
　
藤
澤
　
幸
恵

　
第
一
分
団
　
中
村
　
康
志

　
　
　
　
　
　
竹
内
　
幸
一

　
　
　
　
　
　
成
田
　
智
英

　
第
二
分
団
　
竹
内
　
一
将

　
第
三
分
団
　
藤
澤
　
正
敏

　
　
　
　
　
　
星
野
　
　
卓

　
　
　
　
　
　
花
房
　
　
篤

　
　
　
　
　
　
小
林
　
直
樹

〈
新
入
団
員
〉

本
　
　
部
　
田
中
　
翔
太

　
　
　
　
　
　
小
俣
　
　
陸

第
一
分
団
　
吉
原
　
侑
佑

　
　
　
　
　
　
杉
浦
　
陸
斗

　
　
　
　
　
　
奥
野
　
風
史

第
二
分
団
　
石
井
　
　
亮

第
三
分
団
　
山
本
　
　
剛

項
を
ご
記
入
の
上
、
職
員
に
お

渡
し
く
だ
さ
い
。初
回
は
、無
料

で
図
書
カ
ー
ド
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
紛
失
さ
れ
た
場
合

の
再
発
行
は
、
一
〇
〇
円
が
必

要
で
す
。）

◆
返
却
方
法

　
返
却
す
る
本
は
、
カ
ウ
ン
タ

ー
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
図
書

室
が
休
館
し
て
い
る
時
は
、
児

童
館
玄
関
の
左
側
に
、「
時
間
外

返
却
口
」が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
へ
返
却
を
お
願
い
し
ま

す
。付
録
付
き（
Ｃ
Ｄ
や
型
紙
な

ど
）の
資
料
は
、必
ず
カ
ウ
ン
タ

ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
相そ

う
ご互
貸た
い
し
ゃ
く借

　
図
書
室
に
な
い
本
で
も
、
他

館
か
ら
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
相
互
貸
借
と
い
い
ま
す
）。

　
生
坂
村
図
書
室
が
提
携
し
て

い
る
相
互
貸
借
館
は
、

・
県
立
長
野
図
書
館

・
松
本
市
図
書
館

で
す
。
提
携
し
て
い
な
い
館
の

所
蔵
す
る
本
で
も
、
場
合
に
よ

っ
て
は
借
り
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
図
書
室
に
な
い
本
も
、
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
司
書
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
デ
ジ
と
し
ょ
信
州

　
県
と
市
町
村
が
協
働
で
運
用

し
て
い
る
電
子
図
書
館
「
デ
ジ

と
し
ょ
信
州
」。申
込
は
住
所
の

あ
る
自
治
体
の
図
書
館
・
室
で

受
け
付
け
て
お
り
、
生
坂
村
図

書
室
で
も
受
付
中
で
す
。
所
定

の
用
紙
を
ご
記
入
の
上
、
カ
ウ

ン
タ
ー
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
そ
の
他
、
本
の
リ
ク
エ
ス
ト

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
い
つ

か
読
も
う
と
思
っ
て
い
た
本

に
、
ぜ
ひ
出
会
い
に
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
。

令
和
五
年
度

令
和
五
年
度

　
　生
坂
村
消
防
団
辞
令
交
付
式

　
　生
坂
村
消
防
団
辞
令
交
付
式
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新
し
い
大
好
き
隊
員

は
じ
め
ま
し
て
、
私
は
生
坂

村
に
新
し
く
着
任
し
た
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
の
小
澤
寿
志
と

申
し
ま
す
。

も
と
も
と
、
両
親
が
生
坂
村

で
働
い
て
お
り
、
そ
の
縁
も
あ

っ
て
、こ
の
度
は
、生
坂
村
で
の

農
業
研
修
を
主
に
し
て
、
新
規

就
農
を
目
指
す
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

両
親
を
通
し
、
生
坂
村
に
魅

力
を
前
々
か
ら
感
じ
、
こ
の
地

域
で
の
暮
ら
し
を
選
び
ま
し

た
。自
然
に
恵
ま
れ
、ブ
ド
ウ
を

は
じ
め
、
多
く
の
美
味
し
い
農

産
物
や
特
産
品
が
た
く
さ
ん
あ

た
ち
の
想
い
を
共
有
し
、一
緒
に

地
域
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
で
、
生
坂
村
を
よ
り
良

い
場
所
に
し
て
い
く
た
め
に
、皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
か
ら
い
く
さ
か
大
好
き

隊
並
び
に
情
報
発
信
業
務
に
て

お
世
話
に
な
り
ま
す
。

　
私
の
実
家
と
育
ち
は
松
本
な

の
で
す
が
母
親
の
家
系
が
代
々

こ
の
地
で
暮
ら
し
て
お
り
、週
末

は
こ
ち
ら
で
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。最
近
は
家
の
こ
と
を
気
に
か

け
る
よ
う
に
な
り
、
手
伝
い
等

で
足
を
頻
繫
に
運
ん
で
い
て
次

第
に
広
報
も
目
を
通
す
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。学
生
だ
っ
た

私
は
、家
内
の
こ
と
と
生
坂
村
に

住
ん
で
み
た
い
と
い
う
感
情
か

ら
大
好
き
隊
に
興
味
が
湧
く
よ

う
に
な
り
、
己
の
経
験
主
義
的

る
生
坂
村
に
は
、
魅
力
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
地
域
の
皆
様
と
一

緒
に
、
生
坂
村
の
魅
力
を
よ
り

多
く
の
方
に
伝
え
る
こ
と
を
目

指
し
て
、
私
た
ち
の
活
動
が
生

坂
村
の
発
展
に
つ
な
が
り
、
地

域
の
方
々
に
と
っ
て
も
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
場
所
に
な
る
よ
う
、

日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
私
は
農
業
分
野
が
主

戦
場
と
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、

よ
り
良
質
な
農
産
物
を
生
産
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
地
元
の
方
々
と
の
交
流
を

通
じ
て
、
生
産
者
と
し
て
の
自

分
自
身
を
成
長
さ
せ
、
よ
り
良

い
農
産
物
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

生
坂
村
で
の
新
し
い
生
活
に

は
、
ま
だ
ま
だ
不
安
も
あ
り
ま

す
が
、
地
域
の
皆
様
の
温
か
い

サ
ポ
ー
ト
や
ご
協
力
に
よ
っ
て
、

心
強
く
前
進
し
て
い
け
る
と
思

い
ま
す
。
生
坂
村
に
対
す
る
私

な
思
想
が
後
押
し
し
て
応
募
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。

　
仕
事
以
外
の
時
間
は
自
分
の

部
屋
に
い
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
気
に
な
る
こ
と
は
ど
ん
ど

ん
や
っ
て
い
き
た
い
の
で
す
が
、

体
を
動
か
す
よ
り
先
に
頭
で
考

え
て
し
ま
い
、
気
づ
い
た
ら
何

も
や
っ
て
な
い
こ
と
が
多
い
で

す（
笑
）。
生
坂
へ
越
し
て
き
た

の
を
機
に
、
色
ん
な
こ
と
を
体

験
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
業
務
の
過
程
で
村
内
行
事
の

撮
影
を
し
て
い
ま
す
。
で
き
る

だ
け
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
だ

き
た
い
の
と
、
あ
ま
り
人
と
接

す
る
こ
と
に
慣
れ
て
お
ら
ず
不

器
用
な
と
こ
ろ
が
多
々
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
。
い
く
さ
か
大

好
き
隊（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

の
小
林
苑そ

の
み生
で
す
。
昨
年
度
は

子
育
て
支
援
業
務
を
担
当
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
春
か
ら
は

部
隊
が
変
わ
り
、
集
落
支
援
員

と
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
の
間

は
、
児
童
館
で
児
童
支
援
員
と

し
て
の
活
動
も
引
き
続
き
行
っ

て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

新
し
い
部
隊
で
の
活
動
は
、

今
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る

活
動
に
な
る
た
め
、
現
隊
員
の

皆
さ
ん
の
お
力
を
借
り
な
が
ら

少
し
ず
つ
業
務
に
慣
れ
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

今
年
度
は
新
た
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
特

化
し
た
情
報
発
信
も
担
当
し
ま

す
。
大
好
き
隊
の
活
動
内
容
や

様
子
を
発
信
し
、
村
民
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
、
村
外
の
方
に
も

い
く
さ
か
大
好
き
隊
の
活
動
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
媒
体
は
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
）
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ア
カ
ウ
ン
ト
が
始
動
し

た
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ

さ
い
！

59
（通巻117号）

農

業

公

社

小小おお  

澤澤ざ
わ
ざ
わ    

寿寿ひ
さ
ひ
さ  

志志しし

情

報

発

信

野野のの  

本本も
と
も
と    

太太たた  

朗朗ろ
う
ろ
う

集

落

支

援

小小ここ  

林林ば
や
し

ば
や
し    

苑苑そ
の
そ
の  

生生みみ

小澤 寿志

野本 太朗

小林 苑生
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『
春
は
旬
の
味
覚
が
続
々
と
』

は
い
、駅
長
で
す
。

す
っ
か
り
春
を
感
じ
る
陽
気

に
な
り
ま
し
た
ね
。

　
思
い
返
せ
ば
一
年
前
。

「
あ
れ
っ
、
駅
長
は
長
野
県
の

冬
を
知
ら
な
い
の
？
大
変
だ

よ
」っ
て
こ
と
を
数
人
か
ら
聞
い

て
い
た
の
で
す
が
、季
節
の
洗
礼

を
感
じ
た
の
は
、三
回
の
降
雪
の

日
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
は
快
適

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
長
野

県
の
冬
で
し
た
。

　
冬
は
さ
て
お
き
、
日
本
の
四

季
は
移
り
変
わ
り
ま
す
。

　
生
坂
村
の
春
は
、
季
節
を
感

じ
る
食
材
が
続
々
と
売
場
に
姿

を
現
し
ま
す
。
三
月
中
旬
の
フ

キ
ノ
ト
ウ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

山
菜
シ
ー
ズ
ン
は
、今
が
ま
さ
に

村
で
は
、
長
野
国
道
事
務
所

の
山
清
路
ト
ン
ネ
ル
工
事
発
生

土
で
埋
め
立
て
た
旧
南
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
を
日
岐
公
園

と
し
て
整
備
し
、
三
月
下
旬
に

竣
工
し
ま
し
た
。

公
園
に
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
や
ト
イ
レ
、
東
屋
駐
車

場
な
ど
の
ほ
か
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ
の
助
成

金
）」を
活
用
し
て
す
べ
り
台
と

三
連
サ
ポ
ー
ト
付
ブ
ラ
ン
コ
の

遊
具
を
設
置
し
ま
し
た
。今
後
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
交
流
と
憩
い

の
場
と
し
て
ぜ
ひ
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

場
し
て
い
ま
す
。

山
菜
好
き
の
方
々
に
は
、
た

ま
ら
な
い
の
で
は
？

今
年
は
、
三
月
に
地
域
協
働

活
動
で
来
村
し
た
相
模
女
子
大

学
の
皆
さ
ん
に
作
成
し
て
も
ら

っ
た
山
菜
ポ
ス
タ
ー
が
あ
る
の

で
、お
客
様
へ
の
ア
ピ
ー
ル
も
バ

ッ
チ
リ
で
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け

に
は
、
お
待
ち
か
ね
の
ハ
チ
ク

（
淡
竹
）シ
ー
ズ
ン
が
破
竹
の
勢

い
で
や
っ
て
き
ま
す
！

い
く
さ
か
の
郷
で
は
、
生
産

者
の
皆
様
が
出
荷
し
て
く
だ
さ

る
旬
の
味
覚
を
は
じ
め
、
美
味

し
い
も
の
を
た
く
さ
ん
品
揃
え

し
て
い
き
ま
す
よ
。

お
時
間
の
あ
る
時
は
、ち
ょ
っ

と
そ
こ
ま
で“
い
く
さ
か
の
郷
”

へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
は
、宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業（
宝
く
じ
の
助

成
金
）」を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ

の
事
業
は
、
地
域
社
会
の
健
全

な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入

を
財
源
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
区
で
は
、
こ
の
助
成
を
受
け

日
岐
公
園
へ
の
す
べ
り
台
と
三

連
サ
ポ
ー
ト
付
ブ
ラ
ン
コ
の
遊

具
を
設
置
し
、
子
ど
も
た
ち
を

中
心
に
地
元
住
民
の
憩
い
の
場

所
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

日
岐
公
園
整
備
が
竣
工

日
岐
公
園
整
備
が
竣
工

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

遊
具
を
整
備
し
ま
し
た

遊
具
を
整
備
し
ま
し
た

ピ
ー
ク
と
な

り
ま
し
た
。

ウ
ド
、
タ

ラ
の
芽
、
山

フ
キ
、
コ
ゴ

ミ
、ワ
ラ
ビ
、

コ
シ
ア
ブ
ラ

と
続
々
と
登
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作業内容 単　位 標準金額 説　　　明

耕

耘

作

業

水　田

耕 起

10a

6,800 円
ほ場１枚につき 10ａ未満 10％割増し
ほ場１枚につき 5ａ未満 15％割増し
（一貫作業 18,640 円）

荒 代 4,780 円

植 代 7,060 円

畑 耕 耘 6,800 円 10a 未満 10%増・5a未満 15%増

田 植 機 作 業 10a 8,630 円
10 ａ未満 10％増・5ａ未満 15％増
委託者側で手番１名つける
手番無しは 1,500 円加算

収

穫

作

業

コンバイン

カッター付

作 業

稲

10a

20,810 円
10a 未満 10%増・5a未満 15%増
倒伏 10％〜 30％増
ワラ結束 2,500 円増

麦 10,500 円 10a 未満 10%増・5a未満 15%増
倒伏 10％〜 30％増

大 豆 6,500 円 10a 未満 10%増・5a未満 15%増

そ ば 6,500 円 10a 未満 10%増・5a未満 15%増
倒伏 10％〜 30％増

乾

燥

籾 乾 燥 料

麦 乾 燥
60kg

1,440 円 水分 20％以上� 運賃別途

1,200 円 水分 17％以上 20％未満� 〃��　

840 円 水分 17％未満� 〃��　

播 種
作 業 ロータリーシーダー 10a 9,350 円 委託者側で補助 1名つける

種子・堆肥は委託者が用意

大 豆
選 粒 選　　� 粒　　� 機 1kg 15 円 作業人数４人程度で行う

畦　 塗　 機　 作　 業 1ｍ 　74円 水田

※圃場の出入り口・傾斜により作業ができないことがありますので、事前に確認をお願いします。

農業公社では、農作業の受託を行っています。
委託を希望される方は農業公社（☎ 69-3431）までご連絡ください。

令 和 5 年 度 農 作 業 料 金 表

公益財団法人生坂村農業公社【令和 5年４月１日より適用】

　農作業料金表は安曇野市、安曇野市農業委員会、JAあづみ各地域営農センター、川手地区営農センター
の料金に統一しています。
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吹
く
風
も
心
地
よ
く
感
じ
ら

れ
る
春
の
訪
れ
に
、
か
あ
さ
ん

家
の
花
壇
で
は
、
春
の
陽
ざ
し

を
受
け
て
パ
ン
ジ
ー
の
花
が
綺

麗
に
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
公
社
特
産
部
で
は
、
か

あ
さ
ん
家
定
休
日
の
四
月
一
〇

日
に
総
会
を
行
い
、
新
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
か
あ
さ
ん
家
も
こ
の
三
年
間

は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、

営
業
を
制
限
さ
れ
た
り
、
衛
生

管
理
に
は
通
常
の
何
倍
も
の
気

を
配
り
、自
身
の
体
調
管
理
と
、

毎
日
気
の
抜
け
な
い
日
々
を
過

ご
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
お
客
様
が
減
少
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
お

や
き
や
お
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
の

根
強
い
人
気
に
支
え
ら
れ
、
希

望
を
も
っ
て
営
業
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
来
店
い
た
だ

い
た
大
勢
の
お
客
様
に
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
三
月
中
旬
か
ら
マ
ス
ク
の
着

用
は
個
人
判
断
と
な
り
ま
し

た
。『
新
た
な
会
食
の
す
す
め
』

に
沿
っ
て
、
基
本
的
な
感
染
対

策
は
今
後
も
継
続
し
、
お
客
様

の
安
心
安
全
に
心
掛
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
よ
う
や
く
平
穏
な
日
常
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
紛

争
等
の
影
響
を
受
け
て
食
料
品

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
上
昇

し
、
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
し

て
い
ま
す
。

　
か
あ
さ
ん
家
で
も
原
材
料
の

高
騰
等
に
よ
り
厳
し
い
状
況
下

で
は
あ
り
ま
す
が
、
村
内
で
大

豆
や
小
麦
等
の
原
材
料
を
生
産

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
農
家
の

皆
さ
ん
に
感
謝
し
つ
つ
、
お
客

様
に
安
心
安
全
な
商
品
を
お
届

け
で
き
る
よ
う
、
今
年
も
一
致

団
結
で
頑
張
り
ま
す
。

※�農業機械を積載車により、運搬する場合は別途燃料代500円をいただきます。
　�なお、運搬後、キャンセルにより機械を使用しない場合であっても燃料代500円は徴収いたします。
※�要免許は、使用にあたって、運転資格が必要となります。

【使用に関して】機械使用後は、点検を行い、必ず燃料を補充して返却してください。
（補充されてない場合は実費で請求させていただきます。）

レンタル農業機械使用料金表

機械等名称 金　額

1 トラクター�20PS 4,000 円

2 運　搬　車 2,000 円

3 大型ハンマーモア 4,000 円

4 小型乗用モア 3,000 円

5 スピードスプレイヤー（500･600､
丸山） 7,000 円

6 管　理　機 1,500 円

7 ワラきりカッター 2,000 円

機械等名称 金　額

8 グレーンタンク １回�5,000
円

9 刈払機（女子限定） １回�500 円

10 トラクター（女子限定） 3,000 円

11 手押し運搬車 1,000 円

12 ミニバックホー 3,000 円

13 草刈り機（スパイダー） 1,500 円

■１日当り（８Ｈ）　※半日使用の場合は、表記の半額となります。

※要免許

今
年
も
笑
顔
で
！ 

一
致
団
結

か
あ
さ
ん
家

　
松  

田 

　

 

恵
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村
で
は
森
林
経
営
管
理
制
度

実
施
方
針
に
よ
り
、
被
害
発
生

リ
ス
ク
の
高
い
森
林
の
伐
採
や

管
理
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

令
和
四
年
度
は
、
村
道
二
級

五
号
線
上
生
坂
万
平
地
籍
及

び
、村
道
一
級
一
号
線
草
尾
地
籍

に
お
い
て
危
険
木
伐
採
を
実
施

し
ま
し
た
。

令
和
二
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
沿
い
の
危

険
木
伐
採
は
、
今
年
度
ま
で
に

七
箇
所
で
実
施
し
て
お
り
、今
後

も
、村
民
の【
安
全・
防
災
・
生
活

環
境
の
向
上
】
に
係
る
森
林
整

備
を
基
本
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

↑
村
道
一
級
一
号
線

　
草
尾
地
籍

↑
村
道
二
級
五
号
線

　
上
生
坂
万
平
地
籍

　「
森
林
環
境
税
」
は
、
令
和
六

年
度
か
ら
個
人
住
民
税
均
等
割

の
枠
組
み
を
用
い
て
、
国
税
と

し
て
一
人
年
額
一
〇
〇
〇
円
を

賦
課
徴
収
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、「
森
林
環
境
譲
与
税
」

は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
森
林

整
備
に
対
応
す
る
た
め
、「
森
林

経
営
管
理
制
度
」
の
導
入
時
期

も
踏
ま
え
、
令
和
元
年
度
か
ら

譲
与
が
開
始
さ
れ
、
市
町
村
に

対
し
て
、私
有
林
人
工
林
面
積
、

林
業
就
業
者
数
及
び
人
口
に
よ

る
客
観
的
な
基
準
で
按
分
し
て

譲
与
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
長
野
県
で
は
、
満
一
八
歳
以

上
で
林
業
に
携
わ
っ
て
い
る
方

や
森
林
を
所
有
す
る
方
等
を
対

象
に
、
林
業
技
術
者
養
成
講
習

を
開
講
し
ま
す
。

　
本
年
度
の
開
催
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
伐
木
造
材
課
程
】

◆
日
時

◦
第
二
回

　
　
六
月
一
四
日
（
水
）
～

　
　
六
月
一
六
日
（
金
）

◦
第
三
回

　
　
三
月
一
二
日
（
火
）
～

　
　
三
月
一
四
日
（
木
）

（
第
一
回
の
申
込
受
付
は
終

了
し
ま
し
た
。）

◆
場
所

　
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（
塩
尻
市
片
丘
五
七
三
九
）

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

松
本
地
域
振
興
局
林
務
課
普
及

係（
☎
四
〇-

一
九
二
八
）ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

長
野
県
で
は
、
農
繁
期
で
あ

る
五
月
一
日（
月
）か
ら
五
月
三

一
日（
水
）ま
で「
春
の
農
作
業
安

全
運
動
月
間
」を
実
施
し
ま
す
。

県
内
で
は
、
農
作
業
中
の
死

亡
事
故
が
毎
年
一
〇
件
以
上
発

生
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
事

故
が
多
く
、
特
に
ト
ラ
ク
タ
ー

や
乗
用
型
草
刈
機
に
よ
る
事
故

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

家
族
や
仲
間
同
士
で
互
い
に

声
を
掛
け
合
い
、以
下
の
こ
と
に

気
を
付
け
て
、
安
全
に
農
作
業

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る

事
故
防
止
の
注
意
点
】

•

乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
る

時
は
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

•

走
行
中
の
転
倒
、
転
落
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

•

走
行
型
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
後

退
時
に
後
方
を
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
庁
　
農
村
振
興
課

　
☎︎
〇
二
六-

二
三
五-

七
二
四
二

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
、
村
道
沿
い
の
危
険
木

し
、
村
道
沿
い
の
危
険
木

伐
採
を
実
施
し
ま
し
た

伐
採
を
実
施
し
ま
し
た

森
林
環
境
税
・

森
林
環
境
税
・

森
林
環
境
譲
与
税
の

森
林
環
境
譲
与
税
の

仕
組
み

仕
組
み

令
和
五
年
度
林
業
技
術

令
和
五
年
度
林
業
技
術

者
養
成
講
習
（
伐
木
造

者
養
成
講
習
（
伐
木
造

材
課
程
）
に
つ
い
て

材
課
程
）
に
つ
い
て

春
の
農
作
業

春
の
農
作
業

安
全
運
動
月
間

安
全
運
動
月
間
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児
童
館
放
課
後
子
ど
も
教
室

『
の
び
の
び
ス
ク
ー
ル 

マ
ラ
ソ

ン
ク
ラ
ブ
』で
は
、三
月
二
四
日

（
金
）に
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
雨
天
で
、
残
念
で
し

た
が
体
育
館
を
走
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
前
日
か
ら
の
雨
が
止

み
、
開
催
予
定
時
間
の
朝
八
時

三
〇
分
に
は
曇
り
空
と
な
っ
て

水
た
ま
り
も
無
い
状
態
と
な
っ

た
の
で
、
屋
外
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
往
路
三
二
〇
〇
ｍ
、

復
路
五
六
〇
〇
ｍ
、合
計
八
八
〇

〇
ｍ
、高
低
差
一
〇
〇
ｍ
の
コ
ー

ス
で
す
。
参
加
者
は
小
学
生
児

童
一
四
名（
一
年
生
四
名
、二
年

生
五
名
、三
年
生
五
名
）と
大
人

に
走
っ
た
の
は
二
年
生
の
福
田

時
和
君
、
三
年
生
の
甲
斐
澤
翔

君
、
腰
原
俊
介
君
の
三
人
で
し

た
。
上
っ
た
箇
所
に
給
水
所
を

設
け
、ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
、天

然
水
、お
茶
、チ
ョ
コ
な
ど
を
食

べ
て
元
気
を
つ
け
、農
村
公
園
に

向
け
て
走
り
ま
し
た
。

全
員
が
到
着
し
、
休
憩
の
後
、

下
ノ
田
ま
で
林
道
を
ゆ
っ
く
り

と
走
り
ま
し
た
。
途
中
の
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
ブ
リ
ッ
ジ
で
集
合

写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
疲
れ
た

中
に
も
晴
れ
晴
れ
と
し
た
い
い

顔
の
記
念
写
真
と
な
り
ま
し

た
。こ
れ
で
コ
ー
ス
の
半
分
が
終

了
で
す
。
元
気
な
笑
顔
で
予
定

よ
り
も
か
な
り
早
い
ペ
ー
ス
で

の
コ
ー
チ
三
名
を
加
え
た
一
七

名
で
走
り
ま
し
た
。

　
児
童
館
に
八
時
三
〇
分
に
集

合
し
、大
会
宣
言
、注
意
事
項
や

準
備
体
操
を
行
い
、
八
時
五
〇

分
に
三
二
〇
〇
ｍ
先
の
農
村
公

園
に
向
け
て
走
り
ま
し
た
。

昨
年
の
雨
天
に
よ
り
、一
年

生
・二
年
生
の
九
名
は
初
め
て
の

コ
ー
ス
で
す
。交
通
安
全
に
注
意

を
し
て
走
る
よ
う
に
話
し
、コ
ー

チ
三
名
も
分
散
し
て
伴
走
す
る

こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
小
さ
な

身
体
に
不
安
と
希
望
を
滲
ま

せ
、い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　
大
人
も
び
っ
く
り
最
大
の
難

所
、
草
尾
ぶ
ど
う
畑
へ
の
坂
道

（
高
低
差
一
〇
〇
ｍ
）
を
歩
か
ず

復
路
に
入
り
ま
し
た
。

下
ノ
田
～
昭
津
～
草
尾
～
児

童
館
ま
で
四
一
〇
〇
ｍ
を
一
気

に
走
り
ま
し
た
。
安
全
に
配
慮

し
な
が
ら
村
道
の
途
中
に
は
四

人
の
交
通
誘
導
員
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

全
員
が
児
童
館
ま
で
完
走
し

て
、表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。一

人
一
人
が
完
走
証
と
完
走
メ
ダ

ル
を
も
ら
い
誇
ら
し
げ
な
顔

で
、
こ
の
積
み
重
ね
が
今
後
の

自
信
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま

し
た
。

な
お
、
大
会
を
開
催
す
る
に

当
た
り
、
今
年
も
交
通
誘
導
員

と
し
て
、
い
く
さ
か
大
好
き
隊

と
お
じ
さ
ま
倶
楽
部
の
み
な
さ

ん
に
お
声
が
け
し
て
、
快
く
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

来
年
も
晴
れ
て
グ
リ
ー
ン
パ

ー
ク
ブ
リ
ッ
ジ
ま
で
走
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ
ブ
　
コ
ー
チ

 

小
林
　
　
稠

生坂っ子自慢の生坂っ子自慢の
「グリーンパークブリッジ「グリーンパークブリッジ

ラン＆ウォーク」ラン＆ウォーク」
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二
月
二
五
日（
土
）、生
坂
村
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

「
在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事

業
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の

事
業
は
、日
頃
、自
宅
で
ご
家
族

の
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
を

対
象
に
、
日
頃
の
介
護
の
悩
み

事
の
ご
相
談
や
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、「
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
れ
ん
げ
そ
う
」
の
看
護

師
・
所
長
の
中
村
哲
也
さ
ん
を

お
迎
え
し
、『
在
宅
で
起
こ
り
や

す
い
感
染
症
と
対
策
』と
題
し
、

ご
自
身
の
体
験
も
交
え
、
実
際

に
訪
問
看
護
で
関
わ
っ
た
ケ
ー

ス
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

症
に
つ
い
て
も
詳
細
に
ご
説
明

い
た
だ
き
、
予
防
の
仕
方
や
対

応
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
中
村
さ
ん
に
は
、
実
際
に
訪

問
看
護
で
関
わ
っ
た
ケ
ー
ス
や

ご
自
身
の
体
験
も
交
え
つ
つ
ご

講
演
頂
き
、
参
加
者
の
皆
様
に

と
っ
て
も
す
ぐ
実
践
で
き
る
と

て
も
身
近
な
お
話
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。ま
た
、介
護
者
の
皆
様

が
日
頃
の
介
護
で
疑
問
に
感
じ

て
い
る
こ
と
・
悩
み
な
ど
の
ご
相

談
に
も
答
え
て
頂
き
、
充
実
し

た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
教
え
頂
い
た
こ
と
を
是

非
生
か
し
て
、
介
護
に
役
立
て

て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
感
染
症
」
と
は
、
病
原
体
が

身
体
に
入
っ
て
く
る
こ
と
に
よ

っ
て
何
ら
か
の
症
状
が
で
る
病

気
の
こ
と
で
す
。
感
染
の
三
要

因
と
し
て
は
、「
感
染
源
と
病
原

体
」「
感
染
経
路
」「
宿
主
」の
三

つ
に
な
り
ま
す
が
、
感
染
を
予

防
す
る
に
は
こ
の
要
因
を
取
り

除
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
感
染

し
た
人
や
動
物
の
嘔
吐
物
、
排

泄
物
、
粘
膜
、
血
液
、
体
液
、
分

泌
液
が
触
れ
た
物
体
、
食
品
が

感
染
源
と
な
り
ま
す
。
感
染
経

路
に
は
、
飛
沫
感
染
、
接
触
感

染
、空
気
感
染
が
あ
り
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
こ
の

す
べ
て
の
感
染
経
路
で
罹
患
す

る
可
能
性
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
の
予
防

に
は
、や
は
り
手
洗
い
、消
毒
が

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、

感
染
者
が
い
る
場
合
の
家
族
の

過
ご
し
方
に
つ
い
て
も
ご
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
ゾ
ー
ニ
ン

グ=

感
染
者
の
い
る
空
間
、非
感

染
者
の
空
間
な
ど
自
宅
内
を
区

分
け
し
て
生
活
」し
、感
染
者
に

関
わ
る
方
を
限
定
し
て
お
世
話

を
す
る
こ
と
で
感
染
者
を
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

在
宅
で
お
こ
り
や
す
い
感
染

講
座
終
了
時
に
は
、
参
加
者

に『
お
口
の
健
康
推
進
員
』の
認

定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

講
座
は
、
今
年
度
も
開
催
予

二
月
九
日（
木
）、
お
口
の
健

康
を
考
え
る
講
座（
歯
科
口
腔

保
健
推
進
研
修
）
が
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、一
七
名
も

の
多
く
の
方
が
参
加
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

歯
科
医
師
か
ら
、
全
身
の
健

康
と
口
の
健
康
と
の
関
係
や
定

期
的
な
歯
科
検
診
の
受
診
の
必

要
性
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
受

け
ま
し
た
。ま
た
、歯
科
衛
生
士

よ
り
模
型
を
使
っ
て
歯
磨
き
の

ポ
イ
ン
ト
や
口
腔
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
方
法
、口
腔
体
操
な
ど
、楽
し

み
な
が
ら
、当
日
か
ら
実
践
で
き

る
技
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

長
野
県
は
長
寿
県
で
有
名
で

す
が
、
七
〇
歳
以
上
の
高
齢
者

の
歯
の
保
有
本
数
は
、
全
国
平

均
よ
り
下
回
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
、五
〇
歳
代
・
八
〇
歳
代
で
の

重
度
歯
周
病
を
有
す
る
者
の
割

合
は
、
全
国
平
均
よ
り
高
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

歯
周
病
は
、
歯
を
失
う
最
大

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
歯
を
喪

失
し
義
歯
未
使
用
の
場
合
、
転

倒
リ
ス
ク
が
二
倍
以
上
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
健
康
で
長
生
き

す
る
た
め
に
は
、お
口
の
健
康
に

気
を
配
り
、
定
期
的
な
歯
科
受

診
が
と
て
も
大
切
で
す
。

村
で
は
、八
月
と
一
一
月
に
行

わ
れ
る
健
康
診
査
で
、
歯
科
検

診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
診
料

は
無
料
で
す
。
こ
の
機
会
に
受

診
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
、
健
康
管
理

定
で
す
。
楽
し

い
た
め
に
な
る

講
座
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
☎
六

九-

三
五
〇
〇

ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

在
宅
介
護
者

在
宅
介
護
者

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

を
開
催
し
ま
し
た

を
開
催
し
ま
し
た

お
口
の
健
康
を
考
え
る

お
口
の
健
康
を
考
え
る

講
座
開
催
報
告

講
座
開
催
報
告
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二
月
二
一
日
（
火
）、
生
坂
村

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

民
生
児
童
委
員
と
一
般
の
住
民

を
対
象
に
『
成
年
後
見
制
度
講

演
会
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。松

本
市
の
庄
内
に
事
務
所
を
構
え

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
弁
護
士
の

澤さ
わ

地じ

雅ま
さ

弘ひ
ろ

先
生
に
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

“
成
年
後
見
制
度
”
と
は
、
認

知
症
、精
神
障
が
い
、知
的
障
が

い
な
ど
で
物
事
を
判
断
す
る
能

力
が
十
分
で
は
な
い
方
に
つ
い

て
、
ご
本
人
の
権
利
を
守
る
援

助
者（
成
年
後
見
人
等
）を
選
ぶ

こ
と
で
、
ご
本
人
を
法
律
的
に

支
援
す
る
制
度
で
す
。

澤
地
先
生
に
は
、判
断
能
力
が

不
十
分
に
な
る
前
に
将
来
の
後

見
人
を
契
約
で
決
め
て
お
く
任

意
後
見
制
度
、
判
断
能
力
が
不

十
分
に
な
っ
て
か
ら
申
し
立
て

る
法
定
後
見
制
度
の
概
要
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
弁
護
士
と
顧
問
契
約

を
結
ぶ
こ
と
で
い
つ
で
も
相
談

で
き
る
ホ
ー
ム
ロ
イ
ヤ
ー
制
度

に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま

村
、筑
北
村
、生
坂
村
）で
協
定

を
結
び
、
松
本
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
運
営
す
る
成
年
後
見
支

援
セ
ン
タ
ー
か
け
は
し
に
業
務

の
一
部
を
委
託
し
、中
核
機
関
を

設
置
し
て
い
ま
す
。誰
も
が
成
年

後
見
制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ま

に
は
、
ま
ず
こ
の
制
度
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
日
頃
の
活
動
に
役
立
て
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
た
。最
後
に
、皆
さ
ん
か
ら
の

ご
質
問
に
お
答
え
い
た
だ
き
、

大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

　
令
和
三
年
の
デ
ー
タ
で
、
成

年
後
見
制
度
の
申
立
て
の
動
機

別
件
数
は
、
多
い
順
か
ら
①
預

貯
金
等
の
管
理
・
解
約
②
身
上

保
護
③
介
護
保
険
契
約
④
不
動

産
の
処
分
⑤
相
続
手
続
き
⑥
保

険
金
受
け
取
り
等
が
あ
り
ま

す
。後
見
人
は
、日
常
生
活
に
関

す
る
行
為
を
除
く
全
て
の
法
律

行
為
を
代
わ
っ
て
行
う
こ
と

や
、
必
要
に
応
じ
て
取
り
消
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
村
で
は
、
令
和
三
年
四
月
か

ら
、二
市
五
村（
松
本
市
、
安
曇

野
市
、麻
績
村
、山
形
村
、朝
日

　
三
月
二
六
日
（
日
）、
や
ま
な

み
荘
大
ホ
ー
ル
に
て
生
坂
村
公

民
館
主
催
・
令
和
四
年
度
文
化

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
東
京
大
学
大
学

院
工
学
系
研
究
科
建
築
学
専

攻
・
前ま

え

真ま
さ

之ゆ
き

准
教
授
を
お
招
き

し
、「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。講
演
に
先
立
ち
、

村
づ
く
り
推
進
室
よ
り
「
持
続

可
能
な
村
づ
く
り
に
向
け
た
脱

炭
素
の
取
組
を
通
じ
て
、
村
が

抱
え
る
課
題
を
解
決
し
よ
う
」

と
い
う
方
針
に
従
っ
て
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
に
向
け
て
の
「
生
坂

村
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の

概
要
説
明
を
行
い
、そ
の
後
、前

先
生
の
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。前
先
生
か
ら
は
、生
坂
村

脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
内
容

に
つ
い
て
、
素
晴
ら
し
い
内
容

で
あ
る
と
の
評
価
を
い
た
だ

き
、
長
野
県
は
天
気
が
良
い
地

域
で
あ
る
の
で
脱
炭
素
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
住
み
や
す

く
、
雇
用
も
生
み
出
し
て
お
金

が
回
り
出
す
と
い
う
こ
と
や
、

実
際
の
村
内
住
宅
の
写
真
を
使

い
な
が
ら
現
在
の
断
熱
の
状

況
、
屋
根
載
せ
太
陽
光
（
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
）
や
断
熱
の
対
策

を
講
じ
た
場
合
の
状
況
な
ど
、

具
体
的
な
事
例
や
取
り
組
み
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ

の
先
の
取
組
に
つ
い
て
も
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
生
坂
村
脱
炭
素

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
き
、二
○

五
○
年
ま
で
に
目
指
す
村
の
姿

と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実
現
に
向

け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、村

民
の
皆
さ
ん
の
理
解
促
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

『
成
年
後
見
制
度
講
演

『
成
年
後
見
制
度
講
演

会
』
を
開
催
し
ま
し
た

会
』
を
開
催
し
ま
し
た

令
和
四
年
度

令
和
四
年
度

「
文
化
講
演
会
」

「
文
化
講
演
会
」
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二
月
二
四
日（
金
）、
生
坂
中

学
校
に
お
い
て
、
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
は
、
村
民
の
皆
様
に
認
知
症

に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を
し
て

い
た
だ
き
、偏
見
を
持
た
ず
、認

知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
を
温

か
く
見
守
り
、
応
援
者
に
な
っ

て
い
た
だ
く
事
を
目
的
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、生

坂
中
学
校
三
年
生
が
受
講
し
て

く
れ
ま
し
た
。

よ
う
な
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ

て
あ
げ
た
い
。
も
し
も
自
分

が
認
知
症
だ
っ
た
ら
・・・
と

立
場
を
変
え
て
考
え
て
、
自

分
だ
っ
た
ら
ど
う
し
て
も
ら

い
た
い
か
を
自
分
で
し
っ
か

り
考
え
て
行
動
し
た
い
。

皆
さ
ん
、
素
晴
ら
し
い
感
想

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
回
の
講
座
で
少
し
で
も

認
知
症
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
と
て
も
嬉
し
い
で

す
。ぜ
ひ
、自
分
の
で
き
る
範
囲

で
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
認
知
症
と
い
う
病
気
の
正
し

い
理
解
と
、
偏
見
が
無
く
な
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
講
座
を
開

催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
こ
れ
っ
て
認
知
症
？
老
化

に
よ
る
物
忘
れ
？
」の
〇
×
ク
イ

ズ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
保
健
師

に
よ
る
、
認
知
症
を
理
解
す
る

た
め
の「
脳
の
働
き
」「
認
知
症

は
こ
ん
な
病
気
・
症
状
に
つ
い

て
」の
説
明
。
ま
た
、
認
知
症
の

方
と
の
接
し
方
に
つ
い
て
、ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
劇
を
交
え
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
真
剣
に
講
座
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

か
ら
い
た
だ
い
た
感
想
を
一
部

ご
紹
介
し
ま
す
。

＊
認
知
症
の
人
に
対
し
て
、
優

し
く
接
し
て
あ
げ
て
、
不
快

な
思
い
を
さ
せ
な
い
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

＊
認
知
症
の
方
々
は
感
情
の
記

憶
が
残
り
や
す
い
と
い
う
こ

と
が
印
象
に
残
っ
た
の
で
、

自
分
と
接
し
て
気
分
が
良
く

な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

＊
家
族
の
方
も
と
て
も
大
変
だ

と
思
う
の
で
、
家
族
の
方
の

気
持
ち
に
寄
り
添
い
た
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

＊
不
安
な
気
持
ち
に
さ
せ
な
い

☆
歴
史
探
訪
教
室

　
地
球
か
ら
生
坂
村
ま
で
様
々

な
歴
史
を
学
び
ま
す
。

　
第
一
回
　
五
月
　
中
旬

☆
園
芸
教
室

　
季
節
の
植
物
を
使
っ
て
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

（
定
員
一
〇
名
）

　
第
一
回
　
五
月
一
三
日（
土
）

☆
陶
芸
教
室

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
陶
芸
作
品
を

創
作
し
ま
す
。（
定
員
二
〇
名
）

　
第
一
回
　
五
月
一
八
日（
木
）

　
第
二
回
　
　
　
二
五
日（
木
）

☆
春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
技
術
向
上
を

目
標
に
練
習
を
行
い
ま
す
。

　
第
一
回
　
五
月
一
二
日（
金
）

　
第
二
回
　
　
　
一
九
日（
金
）

　
第
三
回
　
　
　
二
六
日（
金
）

☆
地
域
未
来
塾（
中
学
生
対
象
）

　
信
州
大
学
生
を
講
師
に
そ
れ

ぞ
れ
好
き
な
科
目
を
学
習
し
ま

す
。

　
第
一
回
　
五
月
一
三
日（
土
）

　
第
二
回
　
　
　
二
〇
日（
土
）

　
第
三
回
　
　
　
二
七
日（
土
）

　
教
室
へ
の
参
加
を
希
望
す
る

方
は
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
☎︎
六
九-

二
五
〇
〇
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
い
た
際
、
定
員
に
達

す
る
な
ど
で
ご
参
加
い
た
だ
け

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催

養
成
講
座
を
開
催

し
ま
し
た

し
ま
し
た

五
月 

公
民
館
教
室

◆
お
悔
や
み

◆
お
悔
や
み

　　申
し
上
げ
ま
す
◆

申
し
上
げ
ま
す
◆

竹
内
　
鈴
子  

さ
ん（
69
歳 

下
生
野
）
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食生活改善推進協議会★おすすめメニュー

ツナと小松菜の豆腐チャンプルー

成人の必要とされている
カルシウム所要量は
１日あたり 600～750㎎です。

日本人の栄養摂取量で不足しがちなのがカルシウムです。カルシウムが不足すると骨折や骨粗
鬆症の原因になることは知られています。また、高血圧や動脈硬化などの血圧上昇、血管の老化
を防ぐ効果もあり、積極的にカルシウムを摂りたいものです。
食生活改善推進協議会の料理講習会で実施したカルシウムの多い豆腐や小松菜を使ったメニ

ューをご紹介します。簡単にできますので、ぜひ作ってみてください。

材 料（３人分）
木綿豆腐・・・・・・１丁(300g)
小松菜・・・・・・・１束(200g)
卵・・・・・・・・・１個
ツナ水煮缶・・・・・１缶(70g)
削り節・・・・・・・４ｇ
ごま油・・・・・・・大さじ１
【合わせ調味料】
しょうゆ・・・・・小さじ２
酒・・・・・・・・小さじ１
砂糖・・・・・・・小さじ 1/2

こしょう・・・・・・少々

【作り方】
① 豆腐はよく水切りをし、1㎝厚さの一口大

に切る。小松菜は 4㎝長さに切り、葉と茎
を分けておく。卵は割りほぐす。

② フライパンにごま油半量を熱し、豆腐を両
面焼き色が付くまで焼き、一度取り出す。

③ フライパンに残りのごま油を熱し、小松菜
の茎を入れしんなりしたら、葉を入れ、油
がまわったら、水気を切ったツナ缶、こし
ょうを加え炒め合わせる。

④ ③に②を入れて、Aを加え混ぜ、卵を回し
入れ、半熟状になったら火を止める。

⑤ 器に④を盛り、削り節をのせる。

A 

１人分 栄養価

エネルギー 214kcal

タンパク質 15.5g

脂 質 15.9g

カルシウム 217mg

食塩相当量 0.9g

主菜
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む
し
歯
と
歯
周
病
の
予
防

お
口
の
健
口
を
守
っ
て
い
く

の
が
予
防
歯
科
で
す
。

予
防
歯
科
の
目
的

む
し
歯
と
歯
周
病
の
発
症
原

因
は
プ
ラ
ー
ク
の
高
病
原
化
で

す
。プ
ラ
ー
ク
へ
の
栄
養
の
増
加

な
ど
に
よ
っ
て
、細
菌
た
ち
が
活

性
化
す
る
と
プ
ラ
ー
ク
の
病
原

性
が
高
ま
り
、歯
・
歯
周
組
織
と

プ
ラ
ー
ク
の
均
衡
が
崩
壊
し
、

む
し
歯
や
歯
周
病
が
発
症
し
ま

す
。高
病
原
化
を
防
ぐ
た
め
、プ

ラ
ー
ク
に
栄
養
を
与
え
な
い
よ

う
に
、セ
ル
フ
ケ
ア
・
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
を
駆
使
し
て

制
御
管
理
し
て
同
時
に
、
歯
と

歯
周
組
織
を
強
化
し
、歯
・
歯
周

組
織
と
プ
ラ
ー
ク
と
の
健
康
バ

ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
こ
と
が
予

防
歯
科
の
目
的
で
す
。

む
し
歯
予
防
の
プ
ラ
ー
ク
制
御

む
し
歯
菌
は
砂
糖（
し
ょ
糖
）

だ
け
で
な
く
、
他
の
発
酵
性
糖

質
（
ブ
ド
ウ
糖
・
果
糖
・
乳
糖
・

須
栄
養
素
（
血
液
中
の
鉄
分
　

と
タ
ン
パ
ク
質
）
を
摂
取
し
ま

す
。す
る
と
、歯
周
病
菌
は
大
幅

に
活
性
化
し
、
プ
ラ
ー
ク
の
病

原
性
は
高
ま
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、
歯
周
病
菌
と
歯
周
組
織
の

均
衡
が
崩
れ
、
歯
周
病
が
進
行

し
ま
す
。

　
歯
周
病
発
症
の
主
原
因
は
細

菌
に
供
給
さ
れ
る
栄
養（
血
液
）

で
す
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

ケ
ア
に
よ
っ
て
、
歯
周
ポ
ケ
ッ

ト
内
の
潰
瘍
面
が
修
復
し
出
血

が
止
ま
り
ま
す
。
栄
養
を
断
た

れ
た
菌
量
は
減
り
病
原
性
は
低

下
し
歯
周
組
織
は
改
善
に
向
か

い
ま
す
。
し
か
し
油
断
す
れ
ば

再
発
し
ま
す
。
定
期
的
な
治
療

が
必
須
で
す
。

 

生
坂
村
歯
科
診
療
所

調
理
し
た
で
ん
ぷ
ん
な
ど
）
も

餌
に
し
て
酸
を
排
泄
し
、
歯
を

溶
か
し
ま
す
。

口
腔
内
の
発
酵
性
糖
質
が
増

え
れ
ば
、酸
産
性
菌（
む
し
歯
原

生
菌
）が
活
性
化
し
、沢
山
の
酸

を
出
し
ま
す
。
酸
産
性
菌
は
酸

性
に
強
い
の
で
更
に
活
性
化

し
、
酸
に
弱
い
ア
ル
カ
リ
酸
性

四
月
に
入
っ
て
す
ぐ
に
桜
が

満
開
に
な
り
、
瞬
く
間
に
過
ぎ

去
る
春
を
繋
ぎ
止
め
て
、
過
ご

し
や
す
い
こ
の
季
節
を
満
喫
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

各
ご
家
庭
で
は
、ご
入
学
、ご

進
級
、ご
就
職
な
ど
、う
れ
し
い

出
来
事
が
お
あ
り
だ
っ
た
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

や
ま
な
み
荘
で
は
、
こ
の
時

期
に
ぴ
っ
た
り
の
「
お
花
見
弁

当
」を
ご
用
意
し
、皆
さ
ま
に
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
彩

り
鮮
や
か
な
ご
飯
や
お
か
ず
と

春
ら
し
い
弁
当
箱
は
、
お
口
に

も
目
に
も
ご
満
足
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
は
、
帰
省
さ
れ
た
ご
家
族

や
ご
友
人
と
一
緒
に
、
そ
ば
打

ち
体
験
、椎
茸
コ
マ
打
ち
体
験
、

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
貸
出
と

サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
コ
ン
ロ
貸
し
出
し
等
、
体
験

プ
ラ
ン
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

▶
お
花
見
弁
当

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
意
識
の

中
、
行
動
と
予
防
に
個
人
の
自

主
性
を
重
ん
じ
、
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
新
た
な
波
が
来
な
い

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

や
ま
な
み
荘
で
は
、今
後
も
消

毒
、換
気
を
怠
る
こ
と
な
く
、従

来
と
変
わ
ら
ず
、安
心
な
お
店
で

あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

食生活改善推進協議会★おすすめメニュー

ツナと小松菜の豆腐チャンプルー

成人の必要とされている
カルシウム所要量は
１日あたり 600～750㎎です。

日本人の栄養摂取量で不足しがちなのがカルシウムです。カルシウムが不足すると骨折や骨粗
鬆症の原因になることは知られています。また、高血圧や動脈硬化などの血圧上昇、血管の老化
を防ぐ効果もあり、積極的にカルシウムを摂りたいものです。
食生活改善推進協議会の料理講習会で実施したカルシウムの多い豆腐や小松菜を使ったメニ

ューをご紹介します。簡単にできますので、ぜひ作ってみてください。

材 料（３人分）
木綿豆腐・・・・・・１丁(300g)
小松菜・・・・・・・１束(200g)
卵・・・・・・・・・１個
ツナ水煮缶・・・・・１缶(70g)
削り節・・・・・・・４ｇ
ごま油・・・・・・・大さじ１
【合わせ調味料】
しょうゆ・・・・・小さじ２
酒・・・・・・・・小さじ１
砂糖・・・・・・・小さじ 1/2

こしょう・・・・・・少々

【作り方】
① 豆腐はよく水切りをし、1㎝厚さの一口大

に切る。小松菜は 4㎝長さに切り、葉と茎
を分けておく。卵は割りほぐす。

② フライパンにごま油半量を熱し、豆腐を両
面焼き色が付くまで焼き、一度取り出す。

③ フライパンに残りのごま油を熱し、小松菜
の茎を入れしんなりしたら、葉を入れ、油
がまわったら、水気を切ったツナ缶、こし
ょうを加え炒め合わせる。

④ ③に②を入れて、Aを加え混ぜ、卵を回し
入れ、半熟状になったら火を止める。

⑤ 器に④を盛り、削り節をのせる。

A 

１人分 栄養価

エネルギー 214kcal

タンパク質 15.5g

脂 質 15.9g

カルシウム 217mg

食塩相当量 0.9g

主菜

歯
っ
ぴ
ー
た
い
む

ゆ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

菌（
善
玉
菌
）は
弱

っ
て
い
き
ま
す
。

プ
ラ
ー
ク
は
ど
ん

ど
ん
酸
性
に
傾
き

ま
す
。
虫
歯
予
防

の
第
一
歩
は
、
食

後
歯
の
周
り
の
発

酵
性
糖
質
を
取
り

除
く
こ
と
で
す
。

歯
周
病
予
防
の
プ
ラ
ー
ク
制
御

　
プ
ラ
ー
ク
細
菌
の
中
に
は
、

他
の
細
菌
種
が
産
生
す
る
代
謝

産
物（
排
泄
物
）を
栄
養
素
と
し

て
利
用
す
る
も
の
が
多
く
存
在

し
ま
す
。
磨
き
残
さ
れ
た
プ
ラ

ー
ク
の
細
菌
た
ち
は
栄
養
素
を

お
互
い
に
融
通
し
合
い
、
病
原

性
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

歯
周
組
織
の
炎
症
が
始
ま
る

と
、
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
の
出

血
が
始
ま
り
、
歯
周
病
菌
が
必
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建
物
火
災
で
多
い
の
が
住
宅

や
共
同
住
宅
か
ら
の
住
宅
火
災

で
す
。

住
宅
火
災
で
は
死
者
、負
傷
者

が
発
生
し
や
す
く
、大
切
な
財
産

も
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。ど
ん
な

に
大
き
な
火
災
で
も
、必
ず
小
さ

な
火
や
不
注
意
か
ら
始
ま
り
ま

す
。そ
ん
な
建
物
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
一
〇
の
ポ
イ
ン
ト
と
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
作
動
確
認
方
法

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◆
住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

　一
〇
の
ポ
イ
ン
ト

◦
四
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
作
動

確
認
を
し
ま
し
ょ
う
！

皆
さ
ん
の
ご
自
宅
に
設
置
さ

れ
て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
電
池
の
寿
命
は
大
丈
夫
で
す

か
。警
報
器
に
ホ
コ
リ
等
が
付
い

て
い
ま
せ
ん
か
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
一
〇

年
を
目
安
に
電
池
交
換
や
器
具

の
交
換
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、警
報
器
に
ホ
コ
リ
等
が
付

く
と
火
災
を
感
知
し
づ
ら
く
な

り
、誤
動
作
の
原
因
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
皆
さ

ん
の
生
命
・
財
産
を
守
っ
て
く
れ

る
機
器
で
す
。定
期
的
に
点
検
・

清
掃
を
し
て
正
常
に
作
動
す
る

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◦
点
検
方
法

『
本
体
の
ボ
タ
ン
を
押
す
』、

ま
た
は
、『
ヒ
モ
を
引
い
て
確
認
』

す
る
。

※
警
報
音
が
な
ら
な
い
場
合
は
、

電
池
切
れ
か
故
障
が
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、電
池
又
は
本
体

の
交
換
が
必
要
で
す
。

松
本
広
域
消
防
局
明
科
消
防
署

☎︎
〇
二
六
三-

六
二-

二
九
九
二

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

③
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の

そ
ば
を
離
れ
な
い
。

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ホ
コ
リ
を
清

掃
し
、不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜

く
。

◦
六
つ
の
対
策

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、

ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安

全
装
置
の
付
い
た
機
器
を
使

用
す
る
。

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期

的
に
点
検
し
、一
〇
年
を
目
安

に
交
換
す
る
。

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

部
屋
を
整
理
整
頓
し
、寝
具
、

衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
は
、防
炎

品
を
使
用
す
る
。

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、消
火
器
等
を
設
置
し

使
い
方
を
確
認
す
る
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
は
、
避
難
経
路
と
避
難

方
法
を
常
に
確
保
し
、備
え
て

お
く
。

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、戸

別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、地
域
ぐ

る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

 　

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

◎
三
年
生
を
送
る
会

　
三
月
二
日
に
三
年
ぶ
り
と
な
る

卒
業
生
と
在
校
生
に
よ
る
対
面

で
の
三
送
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
卒
業
生
は
入
学
直

後
の
一
斉
休
校
で
二
か
月
間
登

校
で
き
な
か
っ
た
生
徒
た
ち
で

し
た
。そ
れ
を
考
え
る
と
無
事
に

卒
業
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
だ
け

で
も
目
頭
が
熱
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。

こ
の
三
送
会
で
は
、卒
業
生
の

た
め
に
生
徒
会
役
員
が
制
作
し

た
動
画
と
教
職
員
が
撮
影
編
集

し
た
動
画
を
上
映
し
ま
し
た
。

　
生
徒
が
制
作
し
た
動
画
に
は
、

三
年
前
の
入
学
当
時
の
様
子
が

収
録
さ
れ
て
お
り
、笑
い
あ
り
涙

あ
り
当
時
を
回
想
し
懐
か
し
む

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
教
職
員
の
動
画
に
は
、卒
業
学

年
の
担
任
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
収
録
さ
れ
て
お
り
、感
動
の
シ

ー
ン
の
連
続
で
し
た
。

　
こ
の
三
送
会
に
参
加
で
き
た

一
、二
年
生
は
き
っ
と
卒
業
ま
で

の
道
し
る
べ
を
心
に
刻
ん
だ
こ

と
で
し
ょ
う
。コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て

奪
わ
れ
て
い
た
対
面
で
の
別
れ

の
会
。す
べ
て
の
人
の
心
に
染
み

る
素
晴
ら
し
い
三
送
会
に
な
り

ま
し
た
。

◎
第
三
五
回
卒
業
式

　
三
月
三
日
、三
送
会
の
翌
日
に

卒
業
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　
校
歌
の
三
番
に
あ
る「
澄
み
わ

た
る
川
手
の
野
づ
ら
」の
よ
う
に

爽
や
か
に
八
三
人
が
学
び
舎
を

巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
学
年
は
個
性
的
な
担
任

団
の
下
、素
直
で
愛
ら
し
い
生
徒

が
多
く
、卒
業
式
で
の
姿
は
と
て

も
凛
々
し
く
見
え
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
一

人
一
人
に
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

　
卒
業
生
を
送
り
出
し
息
つ
く

間
も
な
く
新
入
生
を
迎
え
入
れ

る
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。別
れ

の
三
月
か
ら
出
会
い
の
四
月
へ

慌
た
だ
し
く
時
は
移
っ
て
い
き

ま
す
。 

（
教
頭 

堀
内
雅
司
）

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署

〈住宅防火について〉
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別
や
役
割
で
す
。
皆
さ
ん
も
無

意
識
の
う
ち
に
男
女
で
役
割
を

決
め
つ
け
て
い
ま
せ
ん
か
？

こ
れ
を
「
固
定
的
役
割
分
担

意
識
」と
い
い
ま
す
。昔
か
ら
の

習
慣
や
こ
の
意
識
に
と
ら
わ
れ

過
ぎ
る
と
「
生
き
に
く
さ
」
や

「
苦
し
さ
」「
悔
し
さ
」を
感
じ
る

場
面
が
出
て
き
ま
す
。
老
若
男

女
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ

と
で
す
。性
別
で
は
な
く
、個
人

の
資
質
や
能
力
に
応
じ
て
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
で
き
る
社

会
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

令
和
五
年
度
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー

や
、男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、

み
ん
な
で
考
え
て
い
く
場
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
存
じ
と
は
思
い
ま

す
が
、
こ
こ
で
お
さ
ら
い
。

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
は
…

社
会
的
・
文
化
的
な
性
の
あ

り
よ
う（
男
女
の
性
別
役
割
）の

こ
と
を
言
い
ま
す
。

「
男
は
こ
う
あ
る
べ
き
」「
女

は
こ
う
で
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」な
ど
、そ
の
社
会
や
文
化
の

中
で
作
ら
れ
た
性
別
に
よ
る
区

新
年
度
・
新
生
活
を
迎
え
何

か
と
慌
た
だ
し
い
時
節
、皆
様
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
生
誕
以
来
、
自
称
花
粉
症
と

は
無
縁
の
私
が
こ
の
春
悩
ま
さ

れ
た
こ
と
、
そ
れ
は
就
寝
前
の

猛
烈
な
目
と
喉
の
か
ゆ
み
で

す
。
特
に
喉
の
か
ゆ
み
は
厄
介

で
、
こ
ぶ
し
を
飲
み
込
ん
で
掻

く
わ
け
に
も
い
か
ず
不
快
・
不

愉
快
極
ま
り
な
い
。
さ
ら
に
厄

介
な
こ
と
に
、眠
く
な
っ
て
く
る

と
痒
さ
に
耐
え
ら
れ
ず
、
機
嫌

が
悪
く
な
っ
て
幼
子
の
よ
う
に

床
を
転
が
り
だ
す
齢
二
七
歳
。

「
痒
く
て
眠
れ
な
い
！
か
ゆ
い

よ
ー
！
痒
い
。か
ゆ
い
…
か
ゆ
…

Ｚ
Ｚ
Ｚ
」
猛
烈
な
痒
さ
を
上
回

る
私
の
眠
気
、お
そ
る
べ
し
。

　
い
よ
い
よ
花
粉
症
デ
ビ
ュ
ー

な
の
で
し
ょ
う
か
。い
い
え
、私

は
認
め
ま
せ
ん
。

　
花
粉
症
と
日
々
戦
っ
て
い
る

皆
様
に
脱
帽
で
す
。
ど
う
ぞ
お

身
体
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
今
月
も
お
読
み
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
五

月
号
も
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

 

（
西
村
）

編
集
後
記

編
集
後
記

“PPAモデル”って？

出典：環境省

ちょっと

　一息

豆知識

 

発
電
事
業
者
が
、需
要
家
の
敷
地
内

（
民
家
の
屋
根
等
）に
太
陽
光
発
電
設

備
を
発
電
事
業
者
の
費
用
に
よ
り
設

置
し
、所
有・維
持
管
理
を
し
た
う
え

で
、発
電
設
備
か
ら
発
電
さ
れ
た
電

気
を
需
要
家
に
供
給
す
る
仕
組
み
で

す
。「
第
三
者
所
有
モ
デ
ル
」と
も
言

わ
れ
ま
す
。

　長
期
契
約
と
な
り
自
由
に
交
換
や

処
分
が
で
き
な
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る一
方
、初
期
投
資
ゼ
ロ
で
設

置
で
き
、維
持
管
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
費
用
が
不
要
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

男女共同参画男女共同参画
みんなで考えよう！
身近なジェンダー
～それってジェンダー～

第1回

Ⓒ
段

　丹
映
子

　無
断
転
載
禁
止
（
「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
）



生坂村ホームページ

わが家の推しメン

チャコ
（２歳・ジャンガリアン

ハムスター）

（上生坂 /平林 隼さん）

脱
走
し
た
い

　
お
年
頃
で
す
♥

ご
入
園
・
ご
入
学

ご
入
園
・
ご
入
学

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ぐ
ず
し
な
い『
パ
ッ
』と
や
り
ま

し
ょ
う
」
と
新
入
生
に
向
け
た

言
葉
が
あ
り
ま
し
た

小
学
校
で
は
、
遠
足
や
運
動

会
な
ど
楽
し
い
行
事
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
先
生
の
話
を
よ

く
聞
き
、
お
友
達
や
上
級
生
と

仲
良
く
、元
気
い
っ
ぱ
い
に
遊
ん

で
く
だ
さ
い
。

中
学
校
で
は
一
一
名
の
新
入

生
が
先
輩
方
に
迎
え
ら
れ
、
こ

れ
か
ら
始
ま
る
中
学
校
生
活
に

期
待
で
胸
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら

緊
張
し
た
面
持
ち
で
式
に
臨
み

ま
し
た
。

小
松
猛
校
長
か
ら
は
、「
三
年

後
の
旅
立
ち
の
時
、
生
坂
中
学

校
で
学
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感

で
き
る
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
の
中

学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
て
く
だ

さ
い
」
と
新
入
生
に
向
け
た
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。

中
学
校
の
三
年
間
は
、
新
し

い
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
、

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
大
切
な

時
期
で
す
。
自
分
の
目
標
を
し

っ
か
り
と
作
り
、
自
ら
進
ん
で

学
習
や
運
動
な
ど
に
取
組
み
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く

確
か
な
力
を
身
に
付
け
て
く
だ

さ
い
。

　
式
の
後
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
組

の
園
児
た
ち
と
保
護
者
の
皆
さ

ん
で
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

小
学
校
と
中
学
校
の
入
学
式

は
、
満
開
の
桜
が
咲
き
誇
る
中
、

四
月
六
日（
木
）に
行
い
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
八
名
の
元
気
な

一
年
生
が
保
護
者
と
共
に
満
面

の
笑
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
初
登

校
を
し
ま
し
た
。

宮
沢
芳
明
校
長
か
ら
は
、「
よ

く
寝
て
、よ
く
食
べ
、よ
く
遊
ぼ

う
」「
勉
強
す
る
ぞ
、と
心
の
ス
イ

ッ
チ「『
ポ
ン
』と
入
れ
て
、ぐ
ず

穏
や
か
な
春
の
陽
気
の

中
、生
坂
保
育
園
の
入
園
式
、

生
坂
小
学
校
と
生
坂
中
学
校

の
入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。

保
育
園
で
は
四
月
四
日

（
火
）に
入
園
式
を
行
い
、新
た

に
一
二
名
が
加
わ
り
、全
園
児

四
八
名
が
入
園
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
絞
子
園
長
か
ら
は

「
保
育
園
に
は
カ
ラ
ッ
ト
リ
ン

の
遊
具
も
あ
り
ま
す
。た
く
さ

ん
身
体
を
動
か
し
て
遊
ん
で

く
だ
さ
い
」と
園
児
た
ち
に
向

け
た
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

岩間　凪
なぎ

 ちゃん（2歳）
大日向／大地さん・芙美さん

こんげつの

いい顔

お外遊びが大好き‼️


